
平成30年２月　岩手県政策地域部市町村課

平成29年度いわて市町村行財政コンサルティング　診断調書（データ編・震災分を除く）
市町村名 滝沢市

【普通会計の状況】　

〔表1〕 財政力・歳入構造の自立度・安定度（⇒財政的な基礎体力はどうなっているか） （単位：百万円、％）

順位

標準財政規模（臨財債含む） 9,658 9,576 9,578 9,726 10,140 10,328 10,332 674 ↑　　

財政力指数　
財
政

0.60 0.56 0.54 0.55 0.55 0.56 0.57 0.35 4 ▲ 0.03 　　↓

自主財源比率
地
方

40.5 42.2 42.8 39.1 40.2 37.5 36.2 35.1 10 ▲ 4.3 　　↓

地方税額 4,586 4,612 4,720 4,873 4,940 4,960 5,176 590 ↑　　

地方税の歳入割合
地
方

29.0 29.2 30.7 27.3 26.8 25.2 25.3 22.2 5 ▲ 3.7 　　↓

市町村税の徴収率 90.7 91.4 92.4 93.5 95.1 96.5 97.3 96.1 9 6.6 ↑　　

国保税の徴収率 64.7 65.7 67.8 70.3 74.3 79.7 84.1 78.1 15 19.4 ↑　　

地方交付税額（臨財債含む） 4,696 4,614 4,595 4,463 4,772 4,745 4,535 ▲ 161 　　↓

交付税依存度
地
方

29.7 29.2 29.9 25.0 25.9 24.1 22.1 38.2 4 ▲ 7.6 ↑　　

※復旧・復興分を除く。地方交付税は震災復興特別交付税を除く。

Ｈ23 Ｈ24 H24 H25 H26 H27 H27

〔表2〕 収支と基金残高（⇒基金の取崩しに頼る財政運営となっていないか。実質単年度収支の３年連続赤字は要注意）

実質収支比率
実
質

4.0 3.3 3.6 3.6 3.9 3.3 2.9 10.5 28 ▲ 1.1 　　↓

実質単年度収支比率
実
質

3.1 ▲ 0.5 4.0 ▲ 1.3 ▲ 1.7 ▲ 0.4 0.5 1.5 13 ▲ 2.6 　　↓

基金現在高 1,674 1,745 2,096 2,078 1,765 1,607 1,838 164 ↑　　

　うち財政調整基金 1,116 1,140 1,495 1,356 1,143 1,152 1,239 123 ↑　　

　うち減債基金 258 258 258 258 258 258 282 24 ↑　　

基金残高倍率
基
金

17.3 18.2 21.9 21.4 17.4 15.6 17.8 53.2 33 0.5 ↑　　

- - - - - - - -

一借限度額（普通会計） 800 800 800 800 1,700 1,500 1,500 700 　　↓

一借限度額倍率
一
般

8.3 8.4 8.4 8.2 16.8 14.5 14.5 24.6 12 6.2 　　↓

※分母となる標準財政規模には、臨時財政対策債発行可能額分を加算している。（以下の比率において同じ。）

※復旧・復興分等を除く。

〔表3〕 歳出規模の適正度（⇒実質単年度収支が赤字の場合、身の丈にあった歳出規模となっているか）

歳出決算額 15,111 15,321 14,969 17,398 17,942 19,052 20,172 5,061 ↑　　

歳出決算倍率
歳
出

156.5 160.0 156.3 178.9 176.9 184.5 195.2 170.7 29 38.7 　　↓

※復旧・復興分等を除く。

〔表4〕 財政構造の弾力性（⇒どの経常的経費の割合が高いか。義務的、経常的経費により財政が硬直化していないか）

経常収支比率
経
常

82.1 83.9 85.4 88.0 90.2 92.2 92.5 88.0 28 10.4 　　↓

人件費の比率
職
員

20.6 21.1 20.3 20.2 19.3 20.6 20.1 22.4 11 ▲ 0.5 ↑　　

物件費の比率
需
用

14.0 9.3 9.3 10.3 10.7 10.3 10.4 13.9 3 ▲ 3.6 ↑　　

維持補修費の比率
公
共

3.8 3.3 3.9 4.1 4.2 2.7 2.9 2.1 25 ▲ 0.9 ↑　　

扶助費の比率
生
活

8.0 9.3 10.1 10.4 11.9 13.8 13.6 7.1 32 5.6 　　↓

補助費等の比率
各
種

9.2 19.0 20.0 19.7 19.6 22.5 22.3 13.0 33 13.1 　　↓

公債費の比率
地
方

18.2 12.8 12.6 12.7 12.2 12.0 12.8 18.5 2 ▲ 5.4 ↑　　

繰出金の比率
公
営

8.2 9.1 9.3 10.6 12.3 10.3 10.4 10.9 15 2.2 　　↓

経常収支比率（公債費除き） 63.9 71.1 72.8 75.4 78.0 80.2 79.7 69.5 33 15.8 　　↓

連結実質赤字比率
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〔図1-1〕標準財政規模と財政力指数 
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〔図1-2〕地方税額･徴収率と自主財源比率 
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〔図1-3〕地方交付税額と交付税依存度 
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〔図2-1〕実質収支比率と実質単年度収支比率 
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〔図2-2〕基金現在高と基金残高倍率 
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〔図4-2〕H28経常収支比率の状況 
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〔図4-1〕経常収支比率とその性質別内訳 
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〔図3〕歳出規模 

歳出決算額 歳出決算倍率 
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市町村名 滝沢市
〔表5〕 人件費と公債費の適正度（⇒財政硬直の最大要因である人件費、公債費の状況はどうなっているか） （単位：百万円、％）

順位

職員数
n
+

291 295 306 309 316 316 313 22 　　↓

　うち普通会計関係 245 245 255 254 259 261 262 17 　　↓

　うち企業会計等会計 46 50 50 55 57 55 51 5 　　↓

人口千人当たり職員数
定
員

5.4 5.4 5.6 5.6 5.7 5.7 5.7 9.9 33 0.3 ↑　　

ラスパイレス指数（給与水準）
給
与

97.7 97.3 96.2 97.0 97.1 97.6 97.3 97.0 25 ▲ 0.4 ↑　　

公債費負担比率
一
般

16.9 11.3 11.3 10.5 10.6 10.5 11.5 13.4 9 ▲ 5.4 ↑　　

実質公債費比率（３ヵ年平均）
公
営

10.1 9.0 7.5 6.7 6.4 6.9 7.5 10.4 6 ▲ 2.6 ↑　　

※職員数・ラスパイレス指数は(n+1)年度４月１日現在。H24,H25ラスは国の減額前給与で算出　※実質公債費比率は(n+1)年度の値

ラス県平均→ 95.4 95.2 95.1 95.2 95.3 97.2 97.0

〔表6〕 投資的経費の状況（⇒社会資本整備のための投資的経費の状況（歳出決算シェア）はどうなっているか）

歳出に占める普通建設事業費の割合 11.2 11.2 7.2 17.1 13.5 14.7 20.5 13.2 5 9.3 ↑　　

　うち単独事業
国
の

7.2 8.6 4.4 8.1 6.9 4.3 5.3 6.4 19 ▲ 1.9 　　↓

※復旧・復興分等を除く。

〔表7〕 プライマリーバランスと地方債残高の状況（⇒ﾌﾟﾗｲﾏﾘｰﾊﾞﾗﾝｽの黒字が確保されているか、結果として地方債残高はどうなっているか）

元金償還額（臨財債を含む） 1,547 1,055 1,059 1,073 1,106 1,138 1,228 ▲ 319 ↑　　

地方債発行額（臨財債を含む） 1,425 1,341 1,255 1,897 1,648 2,083 2,581 1,156 　　↓

地方債残高（臨財債を含む） 15,693 13,402 13,598 14,422 14,903 15,848 17,202 1,509 　　↓

プライマリーバランス（発行額/償還額） 92.1 127.1 118.5 176.8 149.0 183.0 210.2 99.1 30 118.1 　　↓

地方債現在高倍率
地
方

162.5 139.9 142.0 148.3 147.0 153.5 166.5 192.1 12 4.0 　　↓

〔表8〕 将来の財政負担の状況（⇒将来的な財政負担の状況（ストック）はどうか。）

15,693 13,402 13,598 14,422 14,903 15,848 17,202 1,509 　　↓

460 1,419 1,064 1,246 1,195 790 2,177 1,717 　　↓

1,674 1,745 2,096 2,078 1,765 1,607 1,838 164 ↑　　

14,479 13,076 12,566 13,589 14,333 15,032 17,541 3,062 　　↓

将来財政負担比率
将
来

149.9 136.5 131.2 139.7 141.3 145.5 169.8 236.4 21 19.9 　　↓

54.3 56.0 46.2 47.0 52.7 60.0 71.8 47.5 24

【国保等事業会計の状況】　※国保（事業勘定）、国保（直診勘定）、老人保健、介護保険、介護サービスの特別会計

〔表9〕 収支の状況

全会計の実質収支合計額 145 260 290 552 301 111 243 98 　　↓

上記の標財規模に対する割合 1.5 2.7 3.0 5.7 3.0 1.1 2.4 1.3 9 0.9 　　↓

国保（事業勘定） 152 263 264 509 328 144 210 58 ↑　　

国保（直診勘定） 0 0 0 0 0 0 0 0 　　↓

老人保健・後期高齢者 1 2 1 2 5 3 3 2 ↑　　

介護保険 ▲ 9 ▲ 6 24 40 ▲ 32 ▲ 35 29 38 ↑　　

介護サービス 0 0 1 1 1 1 1 1 ↑　　

〔表10〕 一般会計等からの繰入金の状況

698 750 780 855 942 996 969 271 　　↓

上記の標財規模に対する割合 7.2 7.8 8.1 8.8 9.3 9.6 9.4 7.8 22 2.2 　　↓

国保（事業勘定） 282 284 274 295 344 347 337 55 　　↓

国保（直診勘定） 0 0 0 0 0 0 0 0 　　↓

老人保健・後期高齢者 57 62 64 76 80 92 91 34 　　↓

介護保険 350 394 433 477 510 546 532 182 　　↓

介護サービス 9 9 9 8 9 11 10 1 　　↓
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〔図5・8〕H28実質公債費比率及びH28将来負担比率の状況 
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〔図5-1〕職員数と人口千人当たり職員数 
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〔図5-2〕ラスパイレス指数 
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〔図5-3〕公債費負担比率と実質公債費比率 
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〔図7〕地方債残高とプライマリーバランス 

地方債残高 元利償還額 地方債発行額 
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〔図8〕将来の財政負担 
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〔図9・10〕事業会計の実質収支と繰入金 

実質収支合計額の標準財産規模比 

一般会計からの繰入金合計額の標準財政規模比 

【領域C】 
■現在の公債費負

担は重いが、将来負

担は比較的軽い。 

平均 

【領域A】 
■比較的健全な状況。 

■今後とも、的確な財政見通しのもと、

健全財政の維持が必要。 
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〔図6〕普通建設事業費の状況 

歳出に占める普通建設事業費の割合 

うち単独事業費 

【領域B】 
■現在の公債費負担は軽いが、将来負担は

重い。 

■将来負担に備えて基金を積み増す等対応

が必要。 

【領域D】 
■現在、将来とも、公債費等が財政を圧迫している。 

■しばらくの間、新たな財政負担は、回避する必要あ

り。 

■借換債の発行により公

債費負担を平準化するこ

とも可能。 
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市町村名 滝沢市
【公営企業の状況】
〔表11〕 収支の状況　　※法適用は純損益、法非適は実質収支 （単位：百万円、％）

順位

全会計の収支合計額 159 181 148 31 244 349 274 115 ↑　　
上記の標財規模に対する割合 1.6 1.9 1.5 0.3 2.4 3.4 2.7 0.7 3 1.1 ↑　　

上水道 157 158 131 119 223 195 153 ▲ 4 　　↓
公共下水道 #VALUE! #VALUE! #VALUE! #VALUE! #VALUE! 149 116 #VALUE! #VALUE!

#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

公共下水道 2 22 12 24 18 #VALUE! #VALUE! #VALUE! #VALUE!

農業集落排水 1 1 1 1 2 #VALUE! #VALUE! #VALUE! #VALUE!

簡易水道 0 0 4 5 2 24 5 5 ↑　　
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

〔表12〕 資金不足の状況
- 将来財政負担額の標準財政規模に対する割合 - - - - - - - -
- - - - - - - - -
- - - - - - - - -

〔表13〕 一般会計等からの繰入金の状況
全会計の繰入金合計額 379 470 390 373 352 371 359 ▲ 20 ↑　　
上記の標財規模に対する割合 3.9 4.9 4.1 3.8 3.5 3.6 3.5 9.2 4 ▲ 0.4 ↑　　
うち基準外繰入金合計額 217 359 221 241 81 29 23 ▲ 194 ↑　　

上水道 0 29 0 0 0 0 0 0 　　↓
公共下水道 #VALUE! #VALUE! #VALUE! #VALUE! #VALUE! 6 0 #VALUE! #VALUE!

#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

公共下水道 186 288 155 223 52 #VALUE! #VALUE! #VALUE! #VALUE!

農業集落排水 32 43 37 2 5 #VALUE! #VALUE! #VALUE! #VALUE!

簡易水道 0 0 29 16 24 35 23 23 　　↓
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

基準内繰入金合計額→ 162 111 169 132 271 342 336
【一部事務組合等への財政支援等の状況】　　〔表14〕一部事務組合等への負担金、補助金の状況

負担金・補助金710 1,668 1,778 1,725 1,811 1,852 1,839 1,129 　　↓
貸付金0 0 0 0 0 0 0 0 　　↓

※「貸付金計」にはH22年度決算において「貸付残高」のある組合等を掲げている →該当無し

【土地開発公社への財政支援等の状況】　　〔表15〕土地開発公社への補助金、貸付金、債務保証残高の状況
補助金 0 0 0 0 0 0 0 0 　　↓
貸付金 0 0 0 0 0 0 0 0 　　↓
債務保証残高 0 0 0 0 0 0 0 0 　　↓

【第三セクターへの財政支援の状況】　　〔表16〕第三セクターへの補助金、貸付金、損失補償残高の状況
補助金 28 32 35 35 32 43 33 5 　　↓
貸付金 0 0 0 0 0 0 0 0 　　↓
損失補償残高 0 0 0 0 0 0 0 0 　　↓
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〔図13-3〕H28企業債残高とH28公営企業の繰入金の状況 
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〔図11-2〕公営企業の収支の状況（会計別） 
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〔図14〕一部事務組合への財政支援の状況 

補助金、負担金計 
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〔図11-1〕公営企業の収支の状況 

全会計の収支合計額 標財規模に対する割合 
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〔図13-1〕公営企業の繰入金の状況 

全会計の基準内繰入金合計額 全会計の基準外繰入金合計額 
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〔図16〕第三セクターへの財政支援の状況 

補助金 貸付金 損失補償残高 

【領域D】 
■企業債残高が多く、繰入金も多額で、一般

会計の大きな負担となっている。 

■公営企業の経営健全化により、一般会計

負担の軽減化が必要。 

【領域C】 
■企業債残高は少ないが、繰入金は多額で、一

般会計の大きな負担となっている。 

■公債費負担以外への繰入が多額となっている

可能性あり。妥当な繰入であるか検証が必要。 

平均 

【領域A】 
■企業債残高は少なく、繰入金も比較的

少額で、一般会計の大きな負担とはなっ

ていない。 

■ただし、公営企業による行政サービス

水準が適切か検証が必要。 

【領域Ｂ】 
■企業債残高は多いが、繰入金は

比較的少額で、一般会計の大きな

負担とはなっていない。 

■一般会計負担が増嵩しないよう

公営企業の健全経営の維持が必

要。 
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〔図15〕土地開発公社への財政支援の状況 
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〔図13-2〕公営企業の基準外繰入金の状況（会計別） 
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↓市町村名を選択

市町村名

滝沢市 内陸

（単位：千円、％） 【参考】県全体、内陸・沿岸市町村別平均

歳入額 構成比

県内順位 内陸平均との差 県平均との差 県内順位 内陸平均との差 県平均との差 内陸平均 沿岸平均 県平均 内陸平均 沿岸平均 県平均

9,777 24 ▲ 81,461 ▲ 1,279,423 26.4 14 ▲ 10.7 ▲ 2.6 91,238 3,385,633 1,289,200 37.1 14.8 29.0

9,777 29 ▲ 95,988 ▲ 1,443,346 26.4 20 ▲ 21.6 ▲ 11.0 105,765 3,811,001 1,453,123 47.9 18.8 37.3

0 10 ▲ 8,347 ▲ 58,176 0.0 10 ▲ 6.0 ▲ 3.9 8,347 145,377 58,176 6.0 0.3 3.9

0 7 ▲ 35 ▲ 3,548 0.0 7 ▲ 0.0 ▲ 0.0 35 9,697 3,548 0.0 0.0 0.0

0 23 ▲ 24,621 ▲ 2,609,036 0.0 23 ▲ 9.1 ▲ 14.5 24,621 7,131,761 2,609,036 9.1 23.8 14.5

13,001 22 ▲ 23,552 ▲ 377,215 35.1 6 11.7 18.3 36,553 1,009,126 390,216 23.4 5.3 16.8

0 16 ▲ 34 ▲ 56,077 0.0 16 ▲ 0.0 ▲ 0.2 34 154,151 56,077 0.0 0.4 0.2

0 13 ▲ 781 ▲ 5,981 0.0 13 ▲ 0.2 ▲ 0.1 781 15,083 5,981 0.2 0.0 0.1

446 21 ▲ 14,391 ▲ 3,333,028 1.2 19 ▲ 2.2 ▲ 14.6 14,837 9,141,089 3,333,474 3.4 37.4 15.8

0 16 ▲ 5,478 ▲ 883,992 0.0 16 ▲ 1.1 ▲ 4.2 5,478 2,421,392 883,992 1.1 9.7 4.2

13,834 11 5,428 ▲ 108,391 37.3 2 29.7 32.1 8,406 321,408 122,225 7.7 1.0 5.3

0 15 ▲ 7,810 ▲ 174,092 0.0 15 ▲ 1.1 ▲ 1.9 7,810 465,088 174,092 1.1 3.3 1.9

27,281 24 ▲ 79,620 ▲ 7,609,537 73.6 14 21.6 11.0 106,901 20,814,171 7,636,818 52.1 81.2 62.7

37,058 28 ▲ 175,608 ▲ 9,052,883 100.0 - - - 212,666 24,625,172 9,089,941 100.0 100.0 100.0

20,530,676 15 ▲ 3,528,640 ▲ 9,151,757 0.1805 30 -0.837 -17.46 24,059,316 39,522,886 29,682,433 1.0175 46.744 17.645

0.2 30 ▲ 0.8 ▲ 17.5 0 0 0 0 1.0 46.7 17.6 0 0 0

（単位：千円、％） 【参考】県全体、内陸・沿岸市町村別平均
歳出額 構成比

県内順位 内陸平均との差 県平均との差 県内順位 内陸平均との差 県平均との差 内陸平均 沿岸平均 県平均 内陸平均 沿岸平均 県平均

13,698 16 ▲ 425 ▲ 55,221 37.5 3 23.6 28.1 14,123 164,813 68,919 13.8 1.5 9.4

 うち職　員　給 11,477 15 707 ▲ 40,301 31.4 3 20.0 23.8 10,770 123,542 51,778 11.4 1.0 7.6

0 18 ▲ 721 ▲ 9,135 0.0 18 ▲ 0.9 ▲ 0.6 721 23,858 9,135 0.9 0.2 0.6

0 7 ▲ 256 ▲ 3,625 0.0 7 ▲ 0.1 ▲ 0.1 256 9,522 3,625 0.1 0.0 0.1

13,698 17 ▲ 1,402 ▲ 67,981 37.5 3 22.7 27.4 15,100 198,193 81,679 14.8 1.8 10.1

2,776 24 ▲ 64,623 ▲ 4,394,802 7.6 21 ▲ 15.3 ▲ 29.2 67,399 11,975,391 4,397,578 22.9 61.0 36.8

うち補助事業費 2,776 22 ▲ 20,131 ▲ 4,127,894 7.6 18 ▲ 8.0 ▲ 21.3 22,907 11,319,255 4,130,670 15.6 52.0 28.8

うち単独事業費 0 19 ▲ 44,491 ▲ 251,070 0.0 19 ▲ 7.3 ▲ 7.6 44,491 612,581 251,070 7.3 8.2 7.6

0 13 ▲ 5,073 ▲ 1,418,592 0.0 13 ▲ 0.7 ▲ 5.5 5,073 3,892,250 1,418,592 0.7 13.8 5.5

0 1 0 0 0.0 1 0.0 0.0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

（投資的経費計） 2,776 24 ▲ 69,696 ▲ 5,813,394 7.6 21 ▲ 16.1 ▲ 34.7 72,472 15,867,640 5,816,170 23.7 74.9 42.3

12,912 24 ▲ 32,271 ▲ 147,754 35.3 10 ▲ 1.4 10.9 45,183 362,761 160,666 36.7 2.9 24.4

0 10 ▲ 45 ▲ 409 0.0 10 ▲ 0.0 ▲ 0.0 45 1,046 409 0.0 0.0 0.0

7,189 20 ▲ 16,094 ▲ 266,779 19.7 8 5.0 8.2 23,283 712,667 273,968 14.7 5.8 11.4

0 20 ▲ 4,831 ▲ 1,864,797 0.0 20 ▲ 5.3 ▲ 8.2 4,831 5,119,737 1,864,797 5.3 13.4 8.2

0 8 ▲ 143 ▲ 60,389 0.0 8 ▲ 0.0 ▲ 0.2 143 165,821 60,389 0.0 0.4 0.2

0 11 ▲ 354 ▲ 94,439 0.0 11 ▲ 0.1 ▲ 0.4 354 259,087 94,439 0.1 1.0 0.4

0 1 0 0 0.0 1 0.0 0.0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

0 1 0 0 0.0 1 0.0 0.0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

20,101 26 ▲ 53,737 ▲ 2,434,567 55.0 13 ▲ 1.8 10.3 73,838 6,621,119 2,454,668 56.8 23.4 44.6

36,575 27 ▲ 124,835 ▲ 8,315,941 100.0 - - - 161,410 22,686,953 8,352,516 100.0 100.0 100.0

20,208,598 14 ▲ 3,160,631 ▲ 7,742,839 0.18099 30 -0.641 -17.47 23,369,229 35,970,301 27,951,437 0.8223 47.092 17.648

0.2 30 ▲ 0.6 ▲ 17.5 0 0 0 0 0.8 47.1 17.6 0 0 0

平成29年度いわて市町村行財政コンサルティング　診断調書（データ編・震災分）

地方債 （臨時財政対策債除く）

（特定財源計）

合計

歳入全体

歳入全体における復旧・復興分の割合

 前年度繰上充用金

歳入

一財のうち震災復興特別交付税

（一般財源計）

分担金・負担金

使用料・手数料

国庫支出金

県支出金

財産収入

 公     債     費

歳出全体

歳出全体における復旧・復興分の割合

（義務的経費計）

 普通建設事業費

 災害復旧事業費

 失業対策事業費

 物     件     費

 維 持 補 修 費

（その他の経費計）

合 計

 補   助   費   等

 積     立     金

 貸     付     金

 繰     出     金

 投資及び出資金

 扶     助     費

寄附金

繰入金

繰越金

諸収入

歳出額 構成比
歳 出

 人     件     費

歳入額 構成比
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（臨時財政対策債除く） 

【図１】 Ｈ28年度 震災分歳入内訳 
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【図２】 Ｈ28年度 震災分歳出内訳 


